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R長sume

1n Clctdo]Jhoγα tω'/''ight'iana HARVEY rernal'kable rnorphological 'charactel' 

of the articulations is obsel'ved in tlぜrnostpal'ts of the fronds except for the 

ultirnate articulation and l'hizoid， The articulations of the fronds have 4-10， 
shol't (45-100μupwal'd， and 70-200μdownward)， non-septate， intracuticula1' 

protoplasmi巴 p1'otube1'ances， They descend frorn lower巴ndof the segrnent， 

and surround th巴 upp巴rend of the just beneath segrnent (Figs. 1， 2). The well-
developed protuberances are obse1'ved in the segrnents of branch-insertion. 

These protuberances a1'巴 observedin th巴 specimenscollected from Shirnoda， 

the type locality， as well as frorn the other parts of Japan. This outstanding 
articulations of C.ωj'ightiαnαhas not been reported in the other species of 
the genus. 
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岩本 : 東京湾のifij苦渋に着生する緑務について ( 11) 5 

ζ のアオノリは濃緑色で殆んど副校を生ずる ζ となく分岐も稀な細い管

状で，互いに絡み合って棋に待生している。 ζ の絡み合っている体は，発生

の初期に形成された盤状休から発育した直立体で，fi通1例の総状件から数

木~十数木の直立体が iii ている。乙れら直立体はイ~，:~'~4-5 cm，径 20//-1

mm，断而でイ本厚 10μ 内外である。乙のうち細い直立体は，すんなりした管

状で，4~6角形，径 5-7μ の細胞が明らかに縦列している。 しかし太くな

るにつれて体形は次却にゴツゴツした管状となり，ついには著しく織がよっ

てくるものもある。乙の体形の変化に伴なって細胞の配列も次第に不規則と

なる(写真 1，2;図 1a， b， c， dl.。

写真1.
Ent.111.arg伽 αta.約 40{汗

写真2.
竹筏上の若い Ent.111.α7・giηαtα. 約 60{)'f 

乙のように織が顕非で，細胞の配列も不規則となったものは，色彩の点

をのぞいては E.nanαの概念と l段違いがないので，木判lff(I)では E.nana 

としたが，発生初期に盤状休から発生してくる直立体は納く ，表而観で細胞の

縦列は顕若である。乙れに対して BLlDING(1938)のE.minima':'や YAMADA

and KANDA (1941)，や111王I(1943)の E.nana var. minimaの写真，図から判断

すると，これらの若い直立体では最初から細胞の配列は不規則と見受けられ

断面で数十細胞で囲まれる程太い。吏lζ筆者のものでは織が出来て細胞の配

列が不規則となったものには勿論，細胞の縦列している佃休にも swarmer 

BLlDINGの E.minimα のrl'1乙は E.刑 icγococcα が合まれている。 SJOS'[・EDT

(1939)の研究によりよ記 2fi1!は夫々 E.nαηαvar. 7n初 'imα と E.nαnα とにな

つ十一』。
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6 務類第8巻第1号昭和:J35年 4月

k 

図 1. Ent. ma1'g仇 atα.
a:若るしく鍛の出来た個体，が'18倍

b :細胞の縦列している部分， 約 250ft~

c: k~ 1\胞の配列の乱れた部分，悶上

d: 推状休からI貰立体がI:L¥る有4ふ同上

c~ i 初期発生， 約 600 倍

j ~ 1 :撚状休の発育不充分のうちから両立体が:1¥たもの，約 600倍

の形成がみられる。 以上のζ とから，今度の アオノ リKおいては細胞の縦列す

るζ とが本来の性質と看ー倣せることと，色彩が濃緑なる ζ と等から E.nana 

とするよりも E.rnarginalaとする方が妥当と思われる。
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岩本 : 東京湾の海J!HJtーに若生する縁談について (ll) 7 

乙乙で問題と なる ことは，E. marginataも亦 E.nanαと同様にJJ包子発

生花あたり先ず盤状体を形成するものか，否かというととであるが，との点

については今ま で K~Wれの記載もない。

しかし E.nanaと同様に小細胞を布す

る乙とで他のアオノリの類と相違してい

るζ とは注目すべき乙とである。

生殖細胞は 3月，4月に採集された直

立体にみられたが，細胞の内容が 111 ，1~又

は2佃の swarmerとなって細胞11日IC孔

をあけて脱出するらしい {写真 3)。この

swarmerの繊毛数は附認1:1:¥米なかった。

• 

写真 3 生殖細胞を形成

してい る部分.約 330倍

発生経過については 5月!C体高数ilから顕微鏡的のものまで，あらゆ

る発生段階の直立体が常生している竹採によって観察した。 NIIち，JAIζ附治ー

した胞子は，はじめは認とに垂直方向の分裂而で分裂をくり返して D'liに街ぶ

した分l妓休を形成し(図 1e~i)， 後で水平方向の分裂も加わって11\内々半球状の

盤状休を作り，これから数本~十数木時には1*のみの直立体が発生して

くる(写真 2，図1d)，。 乙の際，撚状体の発述の

進まぬうちから直立休が1117こり pデ哀 4，同 1j~ 

1 )，反対に総状体のみ発達して直立体は{'I'々IJ¥な

いものな ど，数状休の発迷程度と直立体の発生

時期との関係は一定でないようである。この乙

とは他のア オノリ 又は ヒトエグサの幼{本が浪花

しているのではないかとの疑念を起させたが，

細胞の大きさ，見かけ，又発生経過を辿る ζ と等

で他の幼体が混;fFしているとは思えなかった。

しかし新11向(1946)の研究結果(後出)等を考える

と，なお釈然としないものがある。

以上守J者の観祭し た発生経過は BLlDING

4心

写真 4.
11'(立(4'の出来はじめ

た重量状休.約 600{行

(1938)や YAMADAand KANDA (1941)の培従実験の結果とm，似している。た

だし之等の培設で政認されている，ザff走子の内容が発]，管の先端へ移行する，

所謂，原形質の移行 (migration)の現象はと医者の材料では硲認出来なかった。

KYLlN (1947)は BLlD1NGの研究結米!ζもとずいて，りl{j走子発却の際の!京
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8 部類第8巻第1号昭和 35主!三 4月

形質の移行及び盤状体を形成する性質から E.nanaと E.nana var. minima 

とを EnteromorPhaX'I!Jから分離して Blidingiaminima (K廿TZ.)KYLlN を合11

1交している。

新11崎(1946)はアオサ科とヒトエグナ不|の胞子発非を研究して，直立体と

撚状体のi士1来具合から 5粧の発):.j:.1.\')式を記~iX していて， 筆者の E. mar ginata 

の発~:様式は之等の1=1] の二三の型自にまたがっているゃに見受けられる。

E. marginataの分布は，地中海，ア ドリアnu:，北大西洋の Resolution

日，北米 Maine州から NewJersey 州へかけて，又 California州治序，

Utah 州 GreatSalt Lake等であり FI木では今度が最初の報告である。

なお，上記 Blidingia属を作ることの可有は，近縁の ヒトエグナ属の各

wの発生様式，E14???弘:とも関係があると思われるので，今回は論じない ζ と

にする。

3. MonostromαGrevillei (THUR.) WITTIWCK 

ヲスヒトエグナ (1LI EE1， 1934) 

採集地 :木吏沖，1958年 3刀 ;千葉県松ケ鳥，1959"1三3月

この ヒトエ クサの休は?ifく

自は非常にもろい。休は数個の

裂片となる傾向がある(写真 5)0 

表而槻で細胞は角ばった 4-6

角形で特~~tr.配列しているが，季

節や産地lζより 2-4個宛かた

まって配列する ζ ともあるらし

い(写哀 6)0断而矧で体厚は 15

-30 11，両側の透明!日は比較的

うすし細胞は角の丸い 4角形

で ， 丈 1O~20μ ， I惰5"，10μ，下

部の細胞以外は丈がl隔より長く

写真 5.
Monostγo?nαGrevillei 約 1/3倍

， 

縁辺部では丈がl阪の2倍以上になることもある(図 2a， b， c)o swarmerは縁

辺部の細胞に形成怠れるが，その部分の細胞は他の普通の栄養細胞よ り著し

く大きくなり陥 12"，18μ[ζ述し，夫々の独立性が顕著になり (写真 7)，乙

れらの細胞I=tf[繊毛 2木を有する swarmerが多数形成される。更に栄養細

胞がそのまま縁辺部から分離して繁殖することもあるらしい (図 2d)。陪架で
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岩本 : 東京湾の海苔~に着生する緑務について (:11) 

写真 6.M. Gγev'illeiの栄養

細胞の談所f弘 約 400伯

写真 7. 同，swarmer形成部.

車包 260{i奇

図2.M. G1'evillei. 
a:下部の断[百ifl創 b: 上部の断ilTiW1
c: swa rmer JI%!Z部の断ïlTi i~

d: swarmer 形成部に見られる gemmationするらしい

制l泡m~矢田 i ii.ll 以上約 600(在

紙にをf請する。

9 

乙の ヒト エグサは材料不允分なため幼時にどんな形状をしているか明瞭

でないが，生長につれて休が数イ|川の裂片にさけてくる性質がある。ぷ而観に

おける細胞の配列状態からみると ，M.Grevillei，lVl. arcticu11I， M. saccodeum， 

M. cy!indraceum， M. angicava， M ρrbiculatum及び M.fuscU1n全容と似て

いるが， 乙れら各障の中には研究者によって varietyや formと者倣されて

いるものもあるので，次にその大¥11れを述べてみる。

ROSENVJNGE (1893)は M.Grevillei (THUR.) WITTR の種の概念を改め

9 ー



10 王監獄第 8巻告書 1号 !悶和 35;'1-'4.月

て，乙の1*1K M. arcticum WlTTR.を varietyとしていれ，ζ の vanetyの1_1-'

に J.VI.saccodeum KJELLM.， M. cylindraceum KJELf.M.， M. angicava KJELLM. 

を含ませてい る。 乙れに刻して COLL!NS(1909)は M.arclicumは M.Grevil-

lei 1<::比して体がj学く ，阪く沿いときのみ誕状を主J.し，普通は M.Grevillei 

のよう にwが多数の裂片にさけぬという性質で，両者を各独立の種と看倣し

M. sαccodeum， M. cylindraceum， M. angicava等は M.arcticumの form

であろうとしている。 SETCHELLand GARDNER (1920)は COLL!NSの意見を

とっており ，YAMAJコA(1932)は北海道庄のものに M.angicava KJELLM. を

採用して，M. cylindraceumとは transitionalformで辿続しているととを

述べてい るが，M. arcticumや M.Grevilleiとの関係までは言及しーていな

い。 TOKIDA(1954)は機太産のもので M.angicavaと M.arcticumとを夫

々種として記載し，M. angicavaは M.arcticumより体が厚く 強靭な る乙

と，透明婦が厚いこと及び swarmer)J)t 1:1:¥後の細胞膜の様子の差ーなどで両者

を区別してい る。

乙の機Iζ三与えは人lとより様々であるが，とれら各種の附面倒の細胞の形，

透明J¥'(Iの厚さを今度のもの と比'1反すると M.Grevilleiと M.arcticumが最

も似ている。 TOKlDA(1954)が記旅している M.arcticum と は非 ~tf~. ~r.似てい

るが，今度のものでは休以が大抵 25μ 位までで，30μ に達するものの柿な

乙と，イ本が多くの裂片にさけるとと等を考えると ，M. Grevillei Iこした;-jが

妥当と忠われ，事実 ROSENVINGE(1893)の M.Grevillei日.tyρzcaの表「自制，

断面i矧は唱者のもののそれら と全く一致してい る。なお，ROSENVINGEの M

Grevillei r. arclicaなるものは tyρlcaこ比 して休厚初々JV-く，l'Ur匝i捌で*11¥

JJ包lζ丸l床があり，透明)¥，:1も柏々出くなっている。

lYl. Grevilleiの分ギIJは広 く，ヨ ーロッパ各地，北米大|控の大西洋岸，グ

リーンラシ ド， ベー リジグiM:，アラスカから California州へかりでの太平洋

j 'I~で白ー辿のものらしい。又， iJ 1111 (1934)は千品安IJ~~J ヲノレ y プ島で j;R Ui してい

る。

以七本報告 (1)，(II)を終るにあたり，他物体の捕、造はホォ ノレマリジ治の

材料によった ζ とを附記しておく o

終りにあたり色々と街l便宜，御助言を賜わった，JI自民l教授，片l王l助教佼，

三irlHlJJ子，北海道大学の山間幸沼教授，文献を貸与された東治区水liJfの銅版

{変造 tl~l土>>-び泌 ;1じ水 li)fの J火山 {、11:1;:氏，材料をfJ1ljUJC下さったfT1iJ¥ -llj {I様子lLみ
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岩本 : 東京湾の海苔篠に着生する緑誠について (u) 11 

IiIjの中村芳雄氏，千諜県五JI.IIIJ松ケ尚の務合三代次氏，三重県立大学の瀬木

紀男教授にj単く感謝いたします。

Summary 

1. C，αpsosipho冗 .1弘lvescenswas reported by the writer in his previous 
paper， and in the present paper Enteromo1'phα悦 ω'ginαtαJ.AG. and Mono・

stromαGγevillei (THUR.) WITTR， are des巴ribed.

2. The sp巴cimensof E. mω'ginαta were collected a t Isogo， Y okohama， 

and at Kisarazu， Chiba Prefecture， in March， April and May 1958. 

3. The present Ente1'・omo1'phαreachesa h巴ightof 4-5 cm" 20μ-1 mm. in 
diarneter， and about 10μin thickness， and small cells are longitudinally ar-

ranged; some fronds become wrinkled remarkably with growth. It seems one 

or two swarmers are produ巴edinωch cell. 
4. The E.叫 m'・omm'phαfrondsare composed of erect shoots and discs， th巴

former are issued from the discs which have been produced at the beginning 

of the developm巴ntof the reproductive cells， This characteristic shows that 

the present plant resembles those belonging to Blidかりωseparatedfrom 

Ente1'omω'phαby KYL1N. 
5. This is the first time that Eηte1'omo1'pha mα1'g伽αtαhasbeen found 

and reported in Japan. 
6. The specimens of M. G何 viLleiwere collected at Kisarazu and at Matsu-

gashima， Chiba Prefecture， in Janual'y and March 1958 and 1959， 

7. The thallus of Mo叫OSt1・o1nαshowsa tendency to spli t i tself， and is 

about 15-25μin thickness and hyaline layers on the both sides are not so thick. 

8. Monost1・omais quite alike to M. G1'evilleiα. typicαdes巴ribed by 

ROSENVTNGE. 

9. Judging from reports， this species seems to be common in Europe and 

North Amel'ica， however， in Japan there is only on巴 reportby YAMADA. who 

collected a few specimens of this plant in 1933 at Urup Island of the Kurile 
Islands. 
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淡水産コペポダに着生するー藻類

事11 谷 平*

T. KI¥MIYA: An Epizoic Alga upon Members 

of the Fresh.water Copepoda 

'在学afは前lζカワエピのrp)1没上及び[tJ.!部に着生する説i知について「北陸の

植物Jtn 8巻第 H当で報告したが，その後微小な淡水底コペポダ (Copepoda)

lζJE生する藻却を採集して制べた結栄 IJ本では米記鉢駆と忠われるのでこ

とに報告する。
ろぐしょ

採集した池は愛知山!.Yij111奇甘Jrpj大寺IIIJ，文化財指定の/に所神社のi党内に近

按する古い貯水池で，広さは約 40x60m，深さ1-2mくらいである。 水は

花尚岩自決砧M台地の山地の前水を利JlJした水田から流れる水といくらか住

宅からの下水が乙の池に年I:IJ流れこみ，一定の水位を保って排水さ れ，干上

がると とも底上をかき上げると ともない池であ る。 pH.6.8-7.4，水色は春か

らF;kにかけ総褐色でこ のl時期には動物性，植物性のプランク トンが別合に多

し、池である。

乙の)G生誌を始めてよLたと き は 1~55 年 9 月 多数の動物性プラシクト γ

の l ドi(ζ料色のものが混って勘泳していたが調べる機会を符なかった。その~

41・19561，1:.9月 14U好機を得て再び採北もして制べた結以 Fig.1a， b IC示し

長愛知l学芸大学生物学教室

Biological Institute， Aichi Gakugei University， Okazaki， Japan 
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